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目
次

{一
回ーl

j似航
路 1f1!~
説説
の¢

鼓 J官
民議

ニ
航
路
蹴
丹
内
容

販
路
就
と
恐
慌
諭
・
白
・
:
:
前
税
制
載

五
版
路
訟
の
修
正

六
販
路
拡
山
批
判

-
:
・
:
本
雄
抱
強

四

販
路
読
の

事告

展

五
口
々
は
す
で
に
セ
イ
の
販
路
説
が
彼
れ
叫
濁
創
仁
出
づ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
き
、
中
学
岩
の
問
に
異
論
の

あ
る
こ
ご
を
指
摘
し
た
o

彼
れ
の
猫
創
性
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
セ
イ
以
前
に
於
て
・
之
に
関
聯
L
た
主

張
が
却
何
に
此
官
民
し
た
か
を
見
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

商
品
は
結
局
仁
於
て
商
品
Z
交
換
さ
れ
る
古
な
す
物
々
交
換
設
は
、
フ
イ
ジ
オ

P
ラ

l
v
及
び
子
-
、
λ

に
正
つ

τ「
ゐ
h
ふ
れ
た
考
へ
』
で
あ
っ
ロ
ご
し
て
も
・
な
は
吾
々
じ
暗
躍
さ
れ
允
問
題
は
、
第
一
に
販
路
設
は
た
い
物
々
交

換
設
じ
の
み
立
つ
も
の
で
ゐ
ら
う
か
ど
う
か
?
第
二
仁
セ
イ
は
た
い
彼
等
の
考
へ
を
繰
返
し
た
に
過
ぎ
な
い
V

か

ど
'
コ
か
?
の
駄
に
め
る
。
第
一
の
貼
仁
つ
昔
、
す
で
じ
五
口
々
は
販
路
設
が
車
仁
物
々
交
換
訪
山
一
み
な
ら
す
、
ー

ミ

λ

の
債
格
構
成
論
お
よ
び
之
正
結
合
せ
る
彼
れ
の
般
入
分
配
論
じ
立
脚
す
る
も
の
な
る
こ
ピ
を
指
摘
し
た
。
そ



れ
放
に
少
く
ご
も
・
販
路
設
を
も
っ

τ
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ

I
ト
の
再
生
産
に
す
ぎ
な
い
正
な
す
は
不
嘗
で
ゐ
ら
'
ミ

然
ら
ば
第
二
に
そ
れ
は
1

ミ
λ

の
再
生
産
に
過
ぎ
な
い
炉
ど
う
炉
?
こ
の
鮎
に
つ
い
て
も
吾
々
は
賛
成
し
が
た

い
。
な
る
ほ
H

と
そ
れ
は
ス
ミ
λ

の
交
換
論
お
よ
び
分
配
論
に
立
脚
す
る
と
し
て
も
、
彼
れ
は
決
し
て
是
等
を
た
い

其
の
も
の
己
し
て
論
宇
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
の
「
販
路
詑
」
正
な
っ
て
新
た
な
稜
展
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の

後
展
は
主
ど
し
て
時
杭
の
流
れ
に
負
ム
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
こ
芭
に
リ
ス
ト
教
授
の
認
な
る
と
ご
〈
‘
セ
イ
の
理

論
に
は
産
業
革
命

ω影
響
ご
認
む
べ
き
も
の
が
少
〈
な
い
。
子
、
、
ス
の
『
国
富
論
」
(
一
七
七
六
年
)
芭
セ
イ
の
「
綱
要
」

古
の
問
に
は
、
催
加
に
二
十
七
年
の
間
隙
を
な
く
に
す
ザ
ロ
な
い
が
、
此
の
間
に
於
け
品
wm
隣
的
後
肢

の
ア
ン
ポ
は
、
未
だ
嘗

τ見
た
る
こ
芭
な
き
迅
選
き
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
λ

の
時
代
に
多
〈
問
題
ご
な
わ
得
な
か
っ

た
生
産
過
剰
吉
之
に
件
ム
抵
陛
的
恐
慌
は
.
セ
イ
の
時
代
に
至
っ
て
、
殊
に
『
綱
要
」
の
地
備
3
れ
つ
、
め
っ
た
時

代
正
、
そ
の
各
版
の
進
行
し
っ
、
あ
っ
た
時
代
に
於
て
、
経
済
率
上
の
中
心
問
題
正
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。

λ

ミ
ス
の
理
論
が
販
路
訟
に
品
目
麗
し
た
こ

Z
は
、
こ
の
意
味
に
於
て
寧
ん
常
然
で
ゐ
っ
た
吉
見
る
-
』
ピ
が
出
来
る
。

2
A
O
-
-
一年〕

然
ら
ば
同

ι事
情

ω下
に
、
時
代
の
影
響
を
受
り
た
る
吋
き
セ
イ

t
同
じ
時
代
の
他
の
諸
事
者
、
就
中
タ
エ

ミ
U
F
Z
の
聞
係
は
V
」
う
か
?

A 

1・
ジ
エ
ム
旦
、

ミ
U
Y

の
子
ジ
ヨ

y

・2
テ
ユ
デ

1
ト、

-
E
Y
は
、
此
の
貼
に
闘
し
て
突
の
如
〈
遁
ぺ
て
ゐ
る
。

『

ζ

の
最
も
茸
到
な
駄
を
、
そ
の
民
正
田
寄
に
現
は
し
た
功
制
は
、
主
と
し
て
大
陸
に
於
て
は
か
由
明
敏
な
セ
イ
に
、
此
白
闘
に
於
て
は
ゾ
早
ム

ス
、
ョ
ル
氏
に
蹄
せ
ら
る
為
。
後
者
は
:
-
・
:
首
時
白
論
争
に
よ
っ
て
瞥
ら
さ
れ
た
「
商
業
静
純
諭
」
と
題
す
る
初
期
間
U

小
順
子
に
於
て
、
こ
の
詑
配

力
間
四
〈
且
円

J

明
瞭

ι越
べ
て
ゐ
る
』

k
e

間

セ
イ
の
服
路
障
に
就
で

務
二
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観

四

セ
イ
曲
販
路
置
に
就
て

七
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都
ニ
十
九
巻

こ
れ
に
よ
れ
ば
彼
れ
は
、
父
の
「
商
業
鯨
護
論
」
を
指
摘
す
る
こ
Z
に
よ
っ
て
、
販
路
設
の
功
蹟
を
父
ミ
U
F
Z
セ

イ
ピ
の
聞
に
均
宿
せ
し
む
る
も
の
、
…
械
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
商
業
鰭
議
論
に
於
り
る
ミ
b
y

の
所
設
は
Y
」
う
か
?
吾

々
は
別
の
機
曾
に
於

τ
ミ
ル
の
所
説
を
詳
論
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
こ
、
で
は
た
い
問
題
の
要
求
す
る
範
囲
に
於

て
、
彼
れ
の
所
論
を
吟
味
す
る
こ
吉
、
す
る
。

司
、
、
戸
の
小
冊
子
は
、
ク

+
9
7
ム
、
ス
.
、
ン
ス
の
「
イ
ギ
リ
ス
商
業
獅
立
論
」

(
F
E
r
-
E
G
O
E
S円

oh
の
OEE

日
m
R
F

お
ど
)
の
所
論

1
iア
イ
ジ
オ
夕
刊
フ

1
ト
を
承
り
て
岡
宮
の
根
源
hr農
業
仁
川
求
め
る
-
ー
ー
を
反
駁
せ
ん
た

め
仁
生
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
の
金
慢
の
論
旨
よ
り
も
寧
ゐ
消
費
に
闘
す
る
ミ

U
F

の
主
張
、
郎
も
こ
、
に
問
題

E
す
る
主
張
の
故
仁
、
今
日
そ
の
存
在
を
認
め
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
は
ま
づ
、
生
産
物
に
劃
し
て
販
路
を

提
供
す
る
も
の
は
、
不
生
産
的
消
費
で
あ
る
ご
い
ふ
フ
イ
ジ
オ
タ
ラ

1
ト
お
よ
び
ス
ベ

Y
A
e
T
足
り
て
、
第
一
に

物
々
交
換
説
に
立
脚
し
て
、
商
品
の
一
宇
は
他
串
T
E
交
換
古
る
、
放
に
、
会
館
ご
し
て
は
過
剰
も
不
足
も
起
ら
な

い
ご
主
践
す
る
o

『
貨
幣
を
問
題
併
に
お
〈
時
は
、
年
々
相
互
に
交
換
さ
る
h
も
山
は
、
民
貨
に
は
そ
の
闘
の
積
々
自
商
品
、
即
ち
年
産
物
品
種
々
の
貨
物
で
は
な

、
.
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
‘
.
‘
.
、
、
‘
.
、

い
か
曲
・
・
・
-
-
-
吹
際
に
そ
由
闘
の
年
々
由
貿
買
を
秘
成
す
る
も
の
は
、
-
闘
の
財
由
一
宇
で
あ
っ
て
、
そ
の
反
謝
も
亦
さ
う
で
な
い
か
?
:
目

E

す

、
、
、
、
、
‘
.
、
.
、
.
、
.
、
.
‘
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
‘
‘
.
、
、
、
、
、

ペ
て
の
財
は
其
由
一
中
が
他
午
と
交
換
さ
る
べ

t
、
市
場
は
常
に
供
給
と
嬉
し
い
で
あ
ら
う
。
か

f
て
一
闘
の
需
要
は
常
に
一
岡
山
止
産
に
轄
し
い

様
に
且
え
る
。
』

彼
れ
は
夏
に
輔
じ
て
他
の
見
地
|
|
債
格
構
成
お
よ
び
牧
入
分
配
ー
ー
か
ら
同
じ
・
』
苫
を
論
説
す
る
。

、
、
‘
.
、
.
、
、
、
、

『
一
闘
の
需
型
は
精
献
に
そ
の
蹄
買
力
で
あ
る
。
鼎
ら
ば
そ
の
脇
田
且
力
主
は
何
か

T

疑
も
な
〈
そ
の
範
周
は
年
々
の
生
産
物
て
あ
る
。
:
:
:

J. H. Holland.r氏出之を ThomasSpence ~した也は、恐ら{何かの誤

解ず はないかうrNote on Malthus 1I928)， Editor's lntroduction p. lxx副

J. MiIl i Commercc defended (r808)ー p.82-83 
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‘
.
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
.
、
、
，

〕
閤
白
年
生
虚
申
あ
ら
ゆ
る
分
子
は
、
枚
入
と
な
っ
て
何
人
か
に
落
ち
る
。
然
る
に
闘
民
由
あ
ら
ゆ
る
個
人
は
一
様
に
.
彼
れ
に
典
へ
ら
晶
、
す
べ

て
昭
一
酬
を
も
ワ
て
、
鵬
民
止
な
す
か
又
は
脚
質
す
る
と
等
し
い
こ
と
を
す
る
。
単
な
る
消
費
に
向
け
ら
る

h
T，
へ
て
の
部
分
出
時
買
に
用
ひ
ら
る
お

と
れ
と
誕
百
る
所
は
な
い
。
そ
れ
は
直
ち
に
食
物
そ
自
他
。
必
要
品
L
V

買
ふ

ー
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

臨
聞
の
勢
働
者
へ
の
崎
町
貨
と
し
て
支
捕
は
る
L
か
、
原
料
の
跡
見
に
用
ひ
ら
る
L
か
て
あ
る
。
そ
れ
故
に
そ
白
園
自
年
比
物
自
士
雌
H
P
眺
買
を
な
す
に

‘
 .. 

u.、
、
‘
‘
w

・
b

・
-
.
、

.

.
 、

、

、

、

、

‘

.

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

‘

.

、

加
。
ら
れ
る
@
然

E
に
斑
『
に
川

3
h
u
ι
の
も
亦
、
年
生
昌
駒
山
品
T

挫
で
あ
る
か
ら
、
そ
と
で
明
ら
か
な
己
主
は
、
年
商
物
b
-
部
が
他
W
部
分

.

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

‘

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

を
叫
脚
立
す
る
に
用
ひ
恥

J

る
;
』

ι、
お
よ
び
そ
の
年
置
物
が
削
何
に
大

ι

き
か
ら
う
と
も
、
そ
れ
は
常
に
そ
れ
自
身
に
向
っ
て
市
場
を
作
り
山

rと
い

』
-
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ふ
ζ

と
、
・
・
・
・
-
な
ら
び
に
交
本
と
し
て
朋
ひ
ら
る
ミ
部
分
出
如
何
に
大
告
か
ら
う
と
も
、
そ
の
結
果
は
常
に
そ
山
闘
を
よ
り
宙
栴
な
ら
し
め
、
そ

‘
.
、
、
.
、
.
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

白
人
u

b

L

よ川町
γ

制
税
む
ら

L
め
る
を
山
で
あ
引
で
、
快
し
て
制
叫
市
場
主
畑
山
鼠
叫
L
め
U
A

は
描
剰
な
ら
し
め
る
も
山
ど
は
な
い
と
い
必
こ
と
赴
と
あ

る。
ζ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
費
本
・
と

L
て
用
ひ
ら
る
‘
部
分
も
ま
た

か
〈
の
如
〈
し
て
年
産
物
全
髄
ピ
し
て
は
、
決
し
て
過
不
足
を
今
一
す
る
も
の
で
は
な
い
。

か
(
τ
否
定
さ
れ
る
。
併
し
乍
ら
同
時
に
彼
れ
は
も
部
分
的
生
産
過
剰
を
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
生
産
部

門
に
於
げ
る
均
衡
の
破
壊
は
、
部
分
的
な
特
定
商
品
の
過
剰
お
よ
び
不
足
を
来
す
こ
己
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
比

ω

過
剰
と
不
足
は
、
資
本
の
自
由
な
移
動
に
よ
る
均
衡

ω
侠
復
に
よ
っ
て
、
常
に
卒
均
百
る
、
傾
向
に
あ
る
も
の
ご

考
へ
る
。

-
般
的
生
産
過
剰
は

『
一
聞
は
「
払
古
川

1Y必
要
以
上
に
宥
ち
持
な
い
と
し
て
も
、
め
h
↓
酌
L
川
走
-
容
易
に
必
要
以
上
に
布
ち
作
る
こ
と
を
抽
出
且
す
る
自
は
必
聾
て
あ

制君、ら
告で.う
て三、回
生商、
園口、

Im-

tt-ヂ凸
な:Ilt

E t主

i賞
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一
一
六

、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
.
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、

れ
て
、
彼
等
田
川
に
拘
衝
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
向
。
こ
の
均
衡
が
誼
叫
に
相
持
さ
る
h

時
は
、
常
に
そ
ζ

に
は
商
品
。
過
剰
は
あ
り
得
な
い
し
、
市

‘
，
‘
、
、
.
、
、
、
‘
、
、
、
、
、

場
山
一
附
か
れ
て
ゐ
な
い
も
の
は
な
い
。
ま
た
事
物
自
自
然
。
秩
序
は
.
と
の
均
荷
量
保
つ
力
強
い
倒
向
を
有
す
る
か
ら
、
政
府
の
無
謀
な
十
時
が
之

。

を
拙
げ
な
い
断
て
は
:
そ
れ
は
常
に
極
拍
て
柿
砿
に
維
持
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
』

;N; 

苑

第

鵠

第
二
十
九
谷

ヒ
イ
白
販
路
祉
に
就
て

七

ミ
U
F

の
所
説
は
第
一
に
物
々
交
換
設
に
立
ち
、
第
二
に
債
権
構
成
諭
お

以
上
「
商
業
姉
護
論
」
に
闘
す
る
限
り
、

山
ぴ
枚
入
介
配
論
に
立
っ
て
、
第
三
に
一
般
的
池
刺
壮
一
肯
定
し
、
部
分
的
過
剰
合
肯
定
す
ゐ

b
の
で
の
品
。
先
よ

苫
に
そ
れ
は

fTω
ミ

Yω
批
評
す
る
様
に
、
『
カ
雌
〈
且
つ
明
瞭
に
」
主
張
苫
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
ζ

の
書

ω第
一

版
は
一
人

O
七
年
に
出
た
も
の
で
あ

b
、
k

イ
の
販
路
設
が
問
題

Z
な
っ
た
の
は
「
綱
要
』
第
二
版

ω
一
八
一
四
年

ミ
ル
は
セ
イ
に
先

rっ
こ

Z
七
年
前
に
、
す
で
に
之
を
剣
唱

L
た
様
に
も
見
え
る
。

4
質
に

於

τミ
U
F

の
小
冊
子

ω出
版
後
約
十
年
の
聞
は
、
ミ
川
、

y
カ
ア
ド
夕
、

7
p
f
λ

等
の
経
済
皐
岩
山
聞
に
し
の
っ

て
、
そ
れ
は
「
ミ
F

氏
的
考
へ
」
(
冨
同
冨
出
口
出

2
)
ま
た
は
『
ミ
ル
'
氏

ω理
論
』
(
云
司
出
口

p
p
m
o
q
h
F
0

5
2
2
0町
岩
戸
宮
山
口
)
の
名
に
於

τ、
彼
等
の
問
に
論
議
き
れ
つ
、
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
詰
ω

然
ら
ば
五
日
々
は

T
ア
ン
ダ
ー
氏
己
共
に
、
「
年
代
上

ω前
後
に
閲
し
て
は
、
比

ω疑
問
は
明
ら
か
じ
ミ

F

に
有
利
に
解
決
苫
れ
る
』

ミ
ナ
乞
も
っ
て
此
の
設
の
創
唱
者
己
す
る
こ

Z
が
出
来
る
か

E
う

か

?

以
後
で
あ
る
か
ら
、

z断
定
し
て
、

詰

一
八
}
四
年
九
月
十
六
日
附
山
マ
ル
サ
ス
に
あ
て
た
リ
カ
ア
ド
ウ
山
手
紙
に
言
ふ
、
『
も
し
も
君
が
、
費
本
白
靖
加
す
る
ー
と
共
に
、
人
々
は
消

、
、
、
、
、

由
民
お
よ
び
蓄
萌
に
封
し
て
無
胤
心
と
な
っ
て

t
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
札
は
ミ
ル
昆
白
考
・
l
B
一
闘
民

ι
閥
ナ
る
阻
"
、
供
給
は
決

し
て
滑
川
買
を
超
過
し
得
な
い
ー
ー
に
区
劃
す
る
勤
に
於
て
正
し
い
。
だ
が
資
本
自
靖
加
は
、
す
べ
て
の
種
類
の
者
停
に
謝
す
る
噌
崎
山
噌
加
を
悲

き
起
さ
な
い
か
E-
っか

n

・』と。

p. 44・
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五
口
々
は
市

-
7
y
・タ
l
氏
の
此

ω裁
に
賛
成
し
が
た
い
。
何
正
な
れ
は
、

つ
四
年
前

ω
一
八

O
三
年
に
出
版
さ
れ
て
ゐ
ゐ
か
ら
で
ゐ
る
。
た
い
問
題
は
、

で
に
ミ
W

に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
セ
イ
の
第
一
版
の
所
論
ご
ミ
U
N

の
所
論
ご
の
閲
聯
は
Y
」う

か
に
あ
る
o

第
一
の
鮎
に
つ
き
、
五
口
々
は
之
を
積
極
的
に
主
張
!
得
る
典
協
を
有
す
る
。
そ
れ
は
ミ
U
F

の
商
業
鰭

議
論
に
は
す
で
に
七

4
の
第
一
版
的
引
用
を
後
見
し
得
る
か
ら
で
あ
る
位
。
従
っ
て
ミ
ル
は
す
で
に
早
〈
セ
イ
の

影
響
を
受
け
て
ゐ
た
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
向
。
然
ら
ば
第
二
に
雨
者
の
所
論
は
如
何
に
関
聯
す
る
か
、
ミ
W

は
盟
・
に

セ
イ
の
再
生
産
に
遁
・
ぜ
』
な
い
も
の
h
r
u
L
う
h
r
?

こ
h
?
h
H
L
q
は
セ
イ
の
第
一
版
を
顧
み
む
ば
む
色
凪
割
。

セ
イ
の
第
一
版
は
す
で
に
ミ
戸
に
先
ガ

ζ

の
セ
イ
の
第
一
一
服
が
、
常
時
す

E主

ミ
ル
付
そ
の
耐
業
緯
護
論
に
セ
イ
を
引
川
し
て
言
ふ
‘
「
最
涯
の
ア
フ
ン
丸
山
著
者
k
イ
氏
は
、
々
の
純
消
間
引
制
間
引
都
引
制
第
二
一
事
に
於
て
、

此
山
舵
〔
畑
慨
に
附
す
る
タ
イ
グ
オ
少
一
一
，
ト
凶
詑
}
の
世
践
的
伊
示
者
に
就
て
興
味
あ
る
一
掃
訴
を
諦
ヨ
て
ゐ
る
G

被
れ
は
い
ふ
、
「
一
人
凶
若

者
出
、
ず
ラ
ス
白
世
嗣
を
塑
に
な
る
に
従
っ
て
窓
か
ら
外
に
投
げ
す
で
、
そ
れ
で
(
ピ
ン
)
製
娃
来
世
聖
闘
す
る
磐
だ
・
と
い
っ
て
ゐ
た
の
を
私
は
知

占

っ
て
ゐ
る
」
と
の
』

l
lこ
れ
が
卸
ち
前
に
引
用
し
た
る
同
斗
巴

Eω
氏
の
近
業
に
『
販
路
詑
の
非
嫡
』
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
エ
ヒ
ソ
ー
ド
て

あ
る
。

一
入

O
三
年

ω
セ
イ
の
初
版
は
、
第
二
版
以
後
の
諸
版
に
比
し
て
、
会
館
に
於
て
甚
だ
し
く
未
完
成
の
も
の
で

あ
っ
記
。
例
へ
ば
一
般
に
セ
イ
の
功
蹟
ピ

L
て
認
め
ら
る
、
生
産
・
品
川
配
・
消
費
の
三
分
法
の
如
き
も
、
初
版
に
於

て
は
未
だ
そ
の
形
態
を
正
、
の
へ
て
ゐ
な
い
。
問
題
の
販
路
設
は
す
で
に
此
の
初
版
か
ら
縄
立
の
一
章
(
第
一
錦
銘

二
十
二
章
)
ぜ
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
分
量
は
第
二
版
の
約
五
分
の
一
、
三
頁
宇
に
す
ぎ
宇
、
そ
の
内
容

も
ま
た
従
っ
て
甚

r粗
朴
た
る
を
兎
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
販
路
設
の
根
本
命
題
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
展
開
さ
れ

設

第
一
一
十
九
巷

七

七

第

腕

苑

セ
イ
の
飯
酪
設
に
就
て

D. Ric町 do;Note on Malthus， ed.， by Hollander and Gregory， (1928) 
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説

苑

第
孟
十
九
品
世

-
A 

調再

現

一
七
四

セ
イ
の
販
路
誌
に
就
て

τゐ
る
。，

.
、
、
‘....•.. 

、
.

.

 

、、、
b
h
n
h
w

、
-
'
h

・B

布
、
、
、

『
舵
路
宮
容
易
一
な
ら
L
V
E
l
・0d
u
、
決
し
て
貨
幣
の
豊
富
な
こ
と
で
は
な
t
、
む
し
る
一
般
広
他
。
生
産
物
白
盟
官
な
乙
と
で
あ
る
。
:
:
:
ζ

‘
.
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
‘
.
‘
、
、
.
、
、

白
ζ

之
は
経
済
皐
に
於
け
る
最
も
草
川
世
な
る
昆
理
由
一
つ
で
あ
る
:
:
。

、
、
、
、
、
』
司
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
.
、
、
、

『
そ
の
岡
島
が
事
{
の
抑
止
主
抽
nv
狩
れ
ほ
得
る
ほ
E
、
ま
す
f
、
、
白
書
〈
自
販
路
を
被
轄
に
提
供
す
る
。
そ
し
て
岡
民
が
そ
の
生
産
量
楠
加
す
れ

.、

.. 
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

W
J
'
る胤
E
U
そ
れ
ド
批
例
L
て
事
す
/
¥
事
〈
山
町
一
払
川
町
世
主
酬
ふ
ζ

』
が
で
申
る
ゆ
貨
僻
村
た
V

此
即
ニ
置
の
控
棋
の
却
に
乱
A
Y

て
、
初
旬
が
札

り
の
役
目
を
呆
す
に
過
耳
な
い
。
交
換
が
終
る
と
彼
れ
は
、
人
々
が
生
庶
物
を
も
っ
て
生
躍
物
に
支
抑
っ
た
こ
と
を
鷲
見
す
る
で
あ
ら
う
。
』

こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
物
に
劃
し
て
販
路
を
提
供
す
る
も
の
は
生
産
物
で
あ
る
古
い
ふ
相
ホ
命
題
は
す
で
に
明
瞭

で
あ
る
。
た
い
こ
の
命
題
の
論
訟
は
、
右
の
引
用
に
よ
っ
て
も
見
ら
る
、
、
加
(
、
専
ら
物
々
交
換
訟
に
立
脚
す
る

に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
此
の
命
題
か
ら
常
然
に
演
綜
古
る
、
所
の
一
般
的
過
剰
の
否
定
お
よ
び
部
分
的
過
剰
の
肯
定

も
、
販
路
設
に
閲
す
る
限
り
会
〈
論
及
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
吾
々
の
飯
に
見
た
る
が
如
〈
.

そ
れ
は
販
路
設
己
し
て
存
在
し
な
い
ご
は
言
へ
、
第
一
の
論
設
は
物
々
交
換
裁
に
立
っ
さ
共
に
牧
入
分
配
論
に
立

脚
す
る
。
第
二
の
生
産
過
剰
へ
の
前
絡
も
ま
た
、
す
で
に
か
な

b
の
科
度
に
進
展
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
吾
々
は

論
断
し
得
る
・
ミ
山
F

は
セ
イ
の
影
響
h
z
受
り
て
は
ゐ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
決
し
て
翠
な
る
再
生
産
で
は
な
〈
て
、

夏
に
之
を
綾
田
牌
せ
し
め
た
も
の
で
め
る
ご
。

ミ
U
F

に
於
て
は

然
ら
ば
反
謝
に
ミ
N

の
商
業
競
議
論
は
、
其
後
の
セ
イ
に
岨
到
し
て
如
何
な
る
影
響
を
奥
へ
た
か
?

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
.
セ
イ
の
第
二
版
へ
の
俊
足
を
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
前
向
。
彼
れ
は
初
版
の
内
容
が
ナ
ポ

レ
才
ン
皇
帝
山
政
策
正
一
致
せ
す
、
且
つ
之
を
改
克
せ

L
め
ん
正
す
る
皇
帝
の
希
望
を
桓
絡
せ
る
放
を
以
っ
て
、

ニ
の
・
』
己

J..B. Say; Traite 18 edit.. (1803). p. 153-IS4-14) 



油
田
制
委
員
の
綱
臓
を
す
て
、
不
渇
の
地
位
に
陥
っ
た
。
是
等
の
事
情
の
た
め
に
第
二
版
は
政
府
の
腰
迫
を
受
け
て

出
版
を
詐
苫
札
宇
、
ナ
〆
ド
オ
ン
の
失
脚
し
た
一
人
一
四
年
に
至
っ
て
初
め
て
世
に
出
た
の
で
ゐ
る
が
、
こ
の
間

の
十
伶
年
問
、
彼
れ
は
企
業
家
ご
し
て
自
ら
紡
績
業
金
経
告
し
、
そ
の
経
臓
に
思
索
を
加
へ
て
醤
版
を
改
鼠
し
た

が
ら
・
ぞ
れ
は
殆
ん
ど
全
慢
に
わ
た
っ
て
書
主
改
め
ら
れ
る
ニ

t
、
な
つ
だ
。
而
し
て
此
の
間
に
現
れ
た
ミ
W

の

商
業
鮮
護
論
が
、
果

L
て
セ
イ
の
知
る
所
正
な
っ
た
が
否
か
に
つ
き
、
吾
々
は
稜
極
的
の
典
織
を
有
し
な
い
。
こ

の
貼
に
つ
き
ホ
ラ
y
ダ

1
氏
は
、
「
叶
呂
志
の
初
版
Z
第
二
版
正
の
聞
に
経
過
し
た
説
書
ご
活
動
的
な
研
究
の
十

年
聞
に
於
可
、
セ
イ
が
λ

ぺ
Y
1
U
正

W

の
論
争
、
お
よ
び
パ
商
業
帥
州
議
論
」
の
内
界
じ
就
可
知
ら
な
か
ウ
抗
ピ
い
w

ふ
が
如
き
一
』
ご
は
、
会
〈
あ
り
得
べ
か
ら
.
さ
る
こ
ピ
で
め
る
』
古
い
ふ
o

吾
々
も
ま
た
之
を
信
中
る
。
セ
イ
は
第

二
版
仕
出
し
た
後
ま
も
な
く
、
新
政
府
の
依
耐
怖
を
受
り
て
、
イ
ギ
リ
λ

の
産
業
妹
践
を
税
務
す
ぺ
〈
再
伎
の
渡
英

を
な
し
た
の
で
め
る
が
、
彼
れ
は
誰
れ
よ
り
も
先
づ
ミ
Y

を
訪
問
し
、
回
出
々
一
彼
れ
Z
曾
見
し
、

-SA
た

3
4
の
提
議

t
紹
介
に
よ
っ
て
9
カ
ア

V
P
Z
も
曾
見
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
古
は
ミ

U
H
Z
セ
イ
芭
の
間
じ
す
で
に
早
〈

交
渉
の
ゐ
っ
た
-
』
デ
ぜ
想
は
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
も
し
セ
イ
が
此
の
渡
英
に
よ
っ
て
始
め
て
ミ
U
F

を

識

b
、
従
つ

τ謂
は
ゆ
る
『
ミ
U
F

の
設
』
に
初
め
て
接
し
た
も
の
ピ
す
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
常
然
に
セ

4
の
第
三
版

(
一
入
一
七
年
)
に
現
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
o

然
る
に
後
に
逃
べ
る
が
如
(
、
販
路
設
に
就
て
は
渡
英
の
前
後
に
殆
ん

H

ど
重
要
な
る
後
展
を
見
せ
て
ゐ
な
い
。
問
題
は
寧
ろ
第
二
版
に
於
り
る
彼
れ
の
後
展
に
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。

き
て
販
路
設
は
第
二
版
に
於
て
略
々
完
成
き
れ
た
ご
見
る
こ

Z
が
出
来
る
。
そ
こ
に
は
物
々
交
換
説
に
よ
る
論

調
叫
の
み
な
ら
守
、
ま
た
牧
入
分
配
論
に
よ
る
論
語
も
援
用
せ
ら
れ
、
真
に
生
産
過
剰
論
へ
の
前
絡
も
蛍
然
に
展
開

設

苑

戸

ゴι

第
二
十
九
谷

第

披

セ
イ
の
販
路
院
に
就
て

七
五
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設

苑

O 

セ
イ
白
販
路
棺
に
就
て

第
二
十
九
谷

一七
J

ハ

1静

観

さ
れ
て
ゐ
る
。
後
の
二
貼
に
閲
す
る
彼
れ
の
言
葉
を
左
に
引
用
す
る
。

、

.

、

、

.

、

、

、

、

、

、

町
過
剰
な
生
産
物
が
肱
路
を
瀦
且

L
得
ず
、
そ
の
倒
値
を
低
落
せ
し
め
る
の
は
、
他
山
不
足
せ
る
生
産
物
の
生
産
が
害
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
り
品
情
的
に
官
ふ
な
ら
ば
、
多

t
の
人
々
が
齢
買
を
減
ず
る

ω
は
、
利
得
出
減
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
・
:
此
白
剥
柑
は
す
べ
て
の
闘
に
於
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、

最
大
山
商
人
か
ら
最
小
白
人
夫
に
車
る
ま
て
、
生
産
物
の
冊
値
の
中
か
ら
符
る
所
内
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
此
り
分
阻
の
操
っ
て
行
は
れ
る

制
骨
世
、
事
書
第
二
叫
捕
の
阿
坦
を
成
す
叫
』

一
般
取
引
服
麗
由
良
か
ら
ざ
る
時
に
特
に
感
ぜ
ら
札
る
所
。
班
柴
山
生
皮
物
を
版
斑
寸
る
に
官
っ
て
山
非
常
な

、
、
、
、
、
、

附
雌
は
何
酷
か
ら
捕
る
』
0
・
一
-
-
一
ヨ
私
は
と
も
ゐ
で
は
た
ピ
古
山
と
と
在
百
ふ
に
止
め
る
。
一
自
生
産
物
ま
た
は
多
酎
自
生
産
物
自
販
路
の
陣
乏
は
、

、
刷
凪
明
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
.
、
、
、

一
つ
若
〈
は
若
干
の
賄
業
部
門
に
於
け
る
過
剰
の
結
束
に
升
み
ら
な
い
。
此
山
時
に
は
ζ

の
部
門
に
於
け
る
生
産
物
は
、
一
般
の
融
削
卓
也
掛
求
す
る

、
、
、
、
、
、
、

よ
り
も
よ
れ
大
な
る
分
量
に
於
て
存
在
す
る
o
そ
し
て
と
れ
は
常
に
他
山
部
門
に
於
け
る
帝
干
の
生
産
物
封
、
過
剰
と
な
る

E
こ
る
か
却
っ
て
融
之

し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
-
-
-
。
』

『
都
ら
ば
人
は
言
ふ
て
あ
ら
う
、

而
し

τ是
等

ω貼
は
す
で
に
ミ
U
F

に
於
て
明
ら
か
に
展
開
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
セ
イ

ω第
二
版
以
、

ミ
U
F

の
影
響
に
よ
っ

τ
一
段
の
畿
展
を
な
し
途
げ
た
も
の
で
ゐ
る
己
考
ふ
る
ニ
ご
は
、
理
由
な
き
こ
ご
で
は
な
か

p
b
'
フ。一

九
一
四
年
十
二
月
ミ
U
F

の
紹
介
に
よ
っ
て
初
め
て
セ
イ
ご
相
識
っ
た
9
カ
ア
ド
ク
は
、

『
彼
れ
は
か
れ
が
極
め

τ手
ぎ
わ
よ
〈
書
き
上
げ
た
問
題
(
経
済
聞
き
に
就

τ、
た
や
す
〈
話
し
曾
ふ
ぺ
〈
準
備
古
れ

で
は
ゐ
な
い
様
に
見
え
る
し
日
正
言
っ
て
ゐ
る
の
か
ら
見
れ
ば
、
彼
等

ω
曾
見
が
亭
悶
上
に
宜
緩
い
と
れ
ピ
り
の
影
響

を
奥
へ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
併
し
リ
ノ
カ
ア
ド
ク
は
直
も
に
、
「
セ
イ
氏
は
彼
れ
の
書
の
第
一
審
九
九
頁
仁
於

て
、
需
要
は
生
産
に
よ
っ
て
主
宮
れ
る
ご
い
ふ
そ
の
同
じ
設
を
支
持
し

τゐ
る
山
こ
ご
を
後
見
L
た
。
こ
の
時

セ
イ
を
誇

L
て、

Tl'ait6. :J1l edit.， (J8'4)， p. r49 
ibid.， p. 149.悶ドfd:.
ibicl.. p. T48-149 
Letlers. of Ricaulo. p. ;2 
ibid.. p. 53-54 
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以
来
セ
イ

ω設
は
張
〈

y
カ
ア
ド
ク
の
注
意
を
ひ
〈
に
歪
っ
た
様
で
ゐ
る
。
リ
カ
ア
ド
ヲ
は
こ
れ
ま
で
、
法
慌
に

闘
す
る
マ
ル
サ
ス
正
の
論
守
に
於
て
、
常
に
「
ミ
片
の
設
」
hr
援
用
し
て
自
設
を
裏
書
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
「
「
商

業
婦
議
論
」
仁
於
り
る
簡
車
な
要
領
に
比
較
し

τ、
「
綱
要
」
に
於
り
る
此

ω設
の
詳
細
な
展
開
は
、

y
カ
ア
ド
?

を
L
て
遂
に
、
そ
め
明
道
者
を
ミ
W

よ
ち
は
寧
ろ
セ

4
に
蹄
せ
し
な
る
に
至
っ
た
c
』
即
ち
一
入
一
七
年
の
頃
に

は
す
で
に
リ
カ
ア
ド
タ
は
や
イ
的
調
創
性
を
信
す
る
こ
ど
厚
く
、
販
路
設
を
も
っ
て
『
此
の
卓
越
L
化
率
者
に
よ

っ

τ、
初
品
て
解
説
さ
れ
代
」
諸
原
理
を
包
合
す
る
ご
裏
書
し
、
且
つ
暗
鰍
の
裡
に
セ
イ
の
所
設
を
採
用
す
る
に

至
っ
た
ι

ミ
ル
お
よ
び
リ
カ
ア

r
ウ
ノ
の
影
締
官
官
認
む
べ
き
何
等
の
俊
展
を
も
示
し
て
ゐ

な
い
o

たい
V

彼
れ
が
渡
英
の
翌
年
・
一
人
一
五
年
は
か
の
恐
慌
の
勃
資
し
た
年
で
あ
る
o
従
っ
て
一
人
一
七
年
版

に
於
け
る
後
展
の
殆
ん
ど
唯
一
の
重
要
黙
は
、
こ
の
恐
慌
に
劃
す
る
セ
イ
の
関
心
で
ゐ
る
o

此
の
恐
慌
が
イ
ギ
リ
ノ

月
の
商
品
の
輸
出
過
剰
ご
な
っ
て
現
れ
た
二
芭
は
、
吾
々
の
苫
き
に
見
た
所
で
あ
る
が
、
彼
れ
は
此
の
事
貰
を
新

た
に
採
用
し
て
、
彼
れ
の
第
三
系
論
た
る
輸
入
増
加
は
生
産
挺
仙
聞
と
な
る
こ
ご
の
設
明
ご
す
る
。
日
〈
、

第
三
版
(
一
λ

一
'
七
年
に
於
て
は
、

『
此
内
事
貨
は
本
年
三

λ
一
六
年
}
プ
ラ
グ
ル
に
於
て
極
め
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
航
海
自
白
山
解
放
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
っ
て
輸
入
せ
し
め
た
ヨ

ー
ロ
ツ
ハ
商
品
山
大
量
は
、
こ
の
岡
山
士
地
白
止
庄
物
と
商
柴
に
と
っ
て
極
め
て
有
刺
で
あ
っ
た
か

ι、
プ
ラ
ジ
ル
の
生
産
鞠
は
、
他
の
何
れ
の
時

、J

、、

代
に
於
吋
る
よ
り
も
よ
り
よ
《
肱
斑
主

ιた
。
そ
こ
て
大
な
る
輸
入
封
一
闘
に
と
っ
て
利
盆
聖
一
も
た
ら
す
こ
と
が
判
る
一
百
々
』
一
占
。

然
し
乍
ら
事
貫
は
之
に
反
し
て
、
嘗
時
外
固
に
輪
出
さ
れ
た
イ
ギ
P
R
商
品
は
、
殆
ん
ど
ぞ
の
地
仁
於
て
買
ひ

取
ら
る
、
こ
芭
な
〈
、

ι仰
の
輸
出
過
剰
が
嘗
時
の
恐
慌
の
原
因
ざ
な
っ
た
こ
ご
は
、
吾
々
の
さ
き
に
見
党
所
で
あ

詑

苑

士
七

第

都

セ
イ
の
販
路
震
に
就
て

第
二
十
丸
谷

Note on Malthus， Editor's Introdllcl叩 s，p. Ixxxiv-lxxxv. 

D目 Ricardoj Principle5， (Gonner':5 e【li[.，p. 2.) 

D， Ricardo: Principles， (ibid.， p. 273-275.) 
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話

苑

ーー

也
イ
白
販
路
留
に
就
て

第
二
十
九
巻

一七
λ

鋳

掛

る
。
た
い
併
し
吾
々
は
こ
、
で
、
セ
イ
の
第
三
版
が
ミ
庁
そ
の
他
の
影
響
よ
ち
も
、
む
し
ろ
其
の
時
代
の
事
質
か

ら
影
響
を
受
げ
つ
、
ゐ
る
こ
ご
を
注
意
す
れ
ば
足
h
る。

一
入
一
五
年
の
恐
慌
以
後
イ
ギ

9
1
、
フ
ラ

y
z
の
経
済
界
は
一
般
に
不
況
を
つ
hv
け、

ぴ
恐
慌
に
襲
は
れ
た
。
従
つ

τ此
的
聞
に
準
備
さ
れ

u

且
つ
出
版
さ
れ
た
ニ
つ
の
艦
糖
尿
論

(
7
p
f
z
、

屯
ン
ヂ
)
は
・
何
れ
も
一
般
的
過
剰
を
肯
定
す
る
所
の
悲
観
論
で
あ
っ
た

u

然
ら
ぱ
セ
イ
の
礎
糊
論
は
、
炉
、
る

時
代
に
於

τ、
是
等
山
り
反
劃
論
に
蝋
到
し

τ、
果
し

τよ
〈
そ
の
主
張
を
支
持
す
る
こ
ご
が
出
来
た
が
Y
」
う
か
?

こ
れ
吾
々
が
抗
に
槍
討
せ
ん
ご
す
る
問
題
で
あ
る
。

一
八
一
九
年
に
は
再

五

販
路
読
の
修
正

旦
ミ
λ

及
び
Y
イ
ジ
オ
ク
フ

1
ト
の
所
訟
を
承
り
て
、
之
を
販
路
説
ご
し
て
創
出
て
唱
へ
出

L
た
セ
イ
の
設

は
、
ミ
戸
に
侍
っ
て
一
段
の
後
肢
を
な
し
、
足
に
セ
イ
に
反
響
し
て
議
に
一
郎
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
一

方
に
は
一
入
一
五
年
の
恐
慌
に
つ
い
〈
経
済
界
の
不
況
己
、
他
方
に
は
是
等
の
現
質
に
照
臆
す
る
反
掛
設
に
透
過

し
て
、
販
路
設
は
著
し
き
修
正
を
う
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
一
の
修
正
は
、
一
入
一
九
年
の
第
四
版
に
品
目
見
事
る
、
。
そ
の
置
接
の
動
機
ご
な
っ
た
も
の
は
、
同
じ
年
に

出
版
き
れ
た
V

Z
唱

Y

ヂ
の
『
傑
糠
串
新
原
理
」
で
あ
る
。

v
ス

毛

Y

ヂ
は
最
初
は
う
ミ
見
の
誌
を
奉
じ
、
一
入

O

三
年
に
会
に
し
た
「
商
業

ω官
』
に
於
て
は
、
同
年
に
出
花
セ
4
の
第
一
版
吉
岡
じ
{
、
自
由
主
義
を
奉
じ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
然
る
に
一
八
一
九
年
再
度
の
イ
ギ

y
z
旅
行
か
ら
蹄
っ
た
彼
れ
は
、
深
〈
イ
ギ
9
2
嘗
時
の
寅
般
に

V 

"" 
5目 deSismondi; Nouveaux Principes d'宜conomie]'lolitique (18(9). 
S. de Si阻 :¥ondi: De la Richesse commercial，~. ou l)rinciples d'宜cono-
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刺
激
主
れ
て
、
ニ
れ
ま
で
信
事
中
し
来
っ
た
皐
裁
を
放
榔
し
、
「
新
原
理
」
に
よ
る
経
糖
畢
を
俊
表
す
る
に
至
っ
た
。

セ
イ
の
直
接
の
刺
激
己
な
っ
た
も
の
は
却
も
こ
の
書
で
ゐ
る
。
セ
イ
は
第
四
版
(
一
八
一
九
年
)
に
長
文
の
脚
註
を
附

け
加
へ
て
言
ふ
。

‘.、.、、、‘.

『
一
-
ァ
ゥ
、
ジ
ス
モ
シ
ヂ
民
は
、
私
が
本
草
お
よ
び
本
書
協
ニ
情
相
調
。
一
一
一
章
で
越
ぺ
た
諸
原
却
を
よ
{
瑚
解
せ
ぎ
る
も
心
h

如

t
、
時
剰
に
生
産
さ

.
、
、
、
.
、
、
、
、
、

れ
得
る
一
む
詮
櫨
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
工
業
生
産
物
。
英
文
な
分
量
を
も
っ
て
、
外
岡
市
場
を
出
間
協
せ
し
め
つ
h
あ
る
こ
と
を
引
用
す
る
。
(
新

原
理
第
四
鋪
第
四
草
)
だ
が
此
回
過
編
は
、
他
記
事
柏
を
註
す
る
に
過
ぎ
な
九
即
ち
イ
ギ
リ
ス
商
品
。
過
剰
に
あ
る
其
凶
土
地

ω
止
産
目
不
寸
分

な
と
と
こ
れ
で
あ
る
。
若
し
も
プ
ラ
ジ
ル
が
そ
こ
に
&
た
ら
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
生
産
物
事
民
ふ
に
足
る
も
D
を
生
産
す
る
な
b
ぽ
、
と
の
イ

F
リ

!

〉

3
 

λ

内
止
佳
物

H
、
々
に
，
て
泊
剰
J
な
ら
山
て
あ
ら
っ
:
・
』
占
。

こ
れ
に
よ
っ
て
吾
々
の
認
め
得
る
こ
ピ
は
冒
士
寸
が
V

1

毛
ン
デ
の
指
摘
す
る
事
賞
1
1
外
岡
市
場
に
於
け
る

イ
ギ

9
1
商
品
の
過
剰
!
ー
を
承
認
す
る
に
至
う
た
こ
芭
こ
れ
で
ゐ
る
。
き
き
に
は
販
路
設
の
第
三
健
系
論
Z
し

て
、
轍
人
き
れ
た
る
商
品
は
そ
れ
に
け
図
内
商
品
に
版
踏
を
提
供
し
、
従
っ
て
そ
の
園
の
生
涯
を
盛
ん
な
ら
し
む

る
ニ
正
を
主
張
し
、
そ

ω
一
程
ご
し
て
嘗
時
の
プ
-
7
p
p
へ
の
輸
出
過
剰
が
、
他
の
何
れ
の
時
代
に
於
げ
る
よ
・
り

も
プ
ラ
ク
ル
の
好
況
に
貢
献
し
た
こ
ご
を
指
摘
し
た
が
、
今
や
彼
れ
は
、
プ
ラ
f
u
F
其
他
に
於
け
る
過
剰
輸
出
品

が
其
地
に
於
て
販
路
を
後
見
し
得
す
、
郎
も
プ
ラ
ジ
戸
の
商
品
を
購
買
し
得
す
、
従
っ
て
そ
の
生
産
を
刺
激
し
得

十
し
て
・
徒
ら
に
そ
こ
に
堆
積
さ
れ
つ
、
あ
る
事
賞
を
認
め
る
。
苫
き
に
は
輸
入
商
品
は
生
産
を
刺
激
す
る
こ
己

を
主
張
し
、
後
に
は
生
産
お
こ
ら
ゲ
る
放
に
檎
入
は
過
剰
す
る
ご
説
〈
。
か
〈
の
如
〈
し
て
此
の
修
正
は
、
直
接

に
輪
出
入
に
閥
ず
る
そ
の
系
論
に
矛
盾
す
る
の
み
な
ら
歩
、
ま
た
生
濯
物
は
生
産
苫
れ
た
る
瞬
間
に
於
て
、
す
で

説

苑

セ
イ
白
販
路
説
に
就
て

第
二
十
九
巻

第
二
椀

七
九

Traitι4・edit..p. [55-[56. 3) 



設

手E

セ
イ
の
販
路
設
に
蔵
て

第
二
十
九
巻

J、
〈コ

第

腕

四

に
他
の
商
品
に
謝
し
て
販
路
を
提
供
す
る
正
い
ふ
根
本
命
題
に
も
矛
盾
す
る
。
蓋

L
一
定
り
商
品
が
生
産
Z
同
時

に
直
も
に
販
路
を
後
見
し
得
る
な
ら
ば
・
議
〈
外
岡
市
場
に
ま
で
過
剰
に
輪
出
古
る
、
の
必
要
な
く
、
事
実
に
於

て
も
掛
同
時
幽
内
市
場
の
過
剰
を
も
件
っ
て
む
た
-
』
正
は
五
回
々
の
さ
き
に
見
た
る
所
で
あ
る

Q

第
二
の
修
正
は
、

T
w
f
λ

の
「
鰹
瞬
間
服
論
」
に
よ
っ
て
刺
激
き
れ
た
一
入
ニ

O
年
の
そ
れ
一
℃
あ
る
o

セ
イ
は
そ

の
版
路
設
が
マ
戸
サ
λ

の
「
原
論
」
に
よ
っ
て
反
潮
市
品
、
ゃ
、
前
ち
に
「
7
u
y
f
A

へ
の
公
開
版
L
合
後
表
L
て
之

に
答
へ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
論
は
こ
、
で
も
著
し
い
修
正
を
受
付
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ピ
、
な
っ
た
。

7
b
y
f
z

は
、
生
産
物
は
生
産
物
に
よ
っ

τ購
買
さ
れ
る
ご
い
ふ
セ
イ
に
反
掛

L
て
、
生
産
物
の
大
部
分
は
事
λ
叫
労
働
に
制
到

し

τ交
換
さ
れ
る
こ
ピ
を
主
張
す
る
。
詞
ふ
意
味
は
、
商
品
の
大
部
分
が
枇
舎
人
口
の
大
多
数
を
占
む
る
生
産
的

お
よ
び
不
生
産
的
妙
働
者
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
る
事
貨
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
-
よ
い
に
制
到
し
セ
イ
は
、
最
初

に
越
ぺ
た
る
如
(
、
労
働
も
ま
た
生
産
物
で
ゐ
る
ご
主
張
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
・
僅
か
に
抗
蹄
し
得
た

ωで
ゐ
っ

た
。
併
し
乍
ら
名
僻
の
如
何
に
拘
ら
や
此
の
こ

Z
は
、
生
産
物
を
購
買
す
る
も
の
は
他
の
生
産
物
で
あ
る
古
い
ふ

根
本
命
題
を
修
正
し
て
、
そ
れ
は
各
人
の
枚
入
ま
た
は
所
得
で
ゐ
る
芭
言
ひ
換
へ
た
も
の
で
ゐ
h
、
セ
イ
の
論
調
叫

は
少
(
正
も
第
一
か
ら
第
二
の
論
破
へ
輔
化
し
た
E
言
は
ね
ば
な
ら
ね
。
然
る
に
此

ω
修
正
に
よ
っ

τ彼
れ
の
命

題
は
三
穂
し
て
、
生
産
物
を
購
買
す
る
も
の
は
生
産
で
あ
る
正
な
る
Z
、
生
産
を
粛
張
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
す

-
¥
販
路
を
康
む
る
こ
言
、
な
る
か
ら
、
マ
戸
す
ス
の
主
張
じ
謝
し
て
は
、
之
に
近
づ
〈
ど
こ
ろ
か
却
っ
て
正
面

立
衝
突
し
て
〈
る
。
蓋
し

7
w
す
旦
に
於
て
は
、
販
路
を
提
供
す
る
も
の
は
消
費
で
あ
り
、
生
産
を
繍
張
す
れ
ば

セ
イ
に
於
て
は
生
産
を
策
張
す
れ
ば
す
る
ほ
Y
」
販
路

す
る
ほ
ど
、
阪
貿
は
ま
す

y
k困
難
芭
な
る
か
ら
で
あ
る
。



は
ま
す

1
¥容
易
ご
な
り
・
生
産
は
何
等
の
陣
害
ιT-
被
る
司
』
ご
な
〈
、
繍
張
再
生
産
は
無
限
に
進
行
を
綴
げ
得
る

筈
で
ゐ
品
。

然
る
に
最
後
の
最
も
重
大
な
修
正
は
・
賞
に
ニ
の
生
産
の
無
限
の
繍
張
に
劃
す
る
制
限
で
ゐ
っ
た
。
す
で
に
一

九
二

O
年
の
7

F

ナ
ー
へ
の
手
紙
に
於
て
も
、
此
の
生
産
の
制
限
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
之
を
最
も
明

一
入
ニ
四
年
五
月
の
「
百
科
評
論
」
(
同

2
5
3
q
n
]
0
1色
宮
内
)
に
現
れ
た
ジ
旦
毛
Y

デ

出
酬
に
認
め

τき
た
の
は
、

の
論
文
仁
謝
す
る
答
締

ξ
L
て
、
同
じ
〈
七
月
の
同
誌
に
寄
せ
た
彼
れ
の
論
文
に
於

τ
ャ
あ
ら
う
。

こ
の
答
賠
に

於
て
セ
イ
は
一
吉
ふ
、

、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

『

e
d
y
E
J
ヂ
民

υ
一
二
口
ふ
と
あ

b
b
.
叫

L
乍
ム
一
制
局
そ
と

K

U
生
鹿
山
可
抗
に
劃
す
る
一
の
馳
聞
い
か
あ
φ

ミ

1
て
た
と

υ人
々
の
北
府

-a

服
・
敬
宵
な
ら
び
事
曜
に
役
立
つ
止
斑
物
は
、
冊
一
慨
に
噌
加
さ
れ
且
つ
相
互
に
淀
川
現
さ
れ
柑
る
と
し
て
も
、
人
々
を
扶
設
す
る
生
産
物
、
従
つ
で
故

も
不
可
抗
仙
の
生
産
物
は
、
土
地
の
成
さ
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
若
〈
は
少
〈
と
も
そ
れ
を
次
第
に
誼
方
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
ら
向
棋
に
な
る
に
つ

れ
て
、
人
々
は
ま
ず
/
¥
高
(
支
抑
は
ね
ば
仕
ら
ぬ
と
と
h

な
る
。
此
の
時
に
至
れ
ば
‘
生
産
に
よ
っ
て
儲
特
し
伴
る
肱
入
は
、
よ
り
高
〈
な
り
た

、
、
、
、
、
、
、
、
，

h

食
料
品
を
民
ふ
に
は
不
十
分
と
な
り
、
従
っ
て
新
た
な
人
口
靖
加
は
不
可
能
と
な
っ
で
捕
る
と
。
私
は
之
に
同
定
す
る
云
々
』
と
。

セ
イ
自
身
も
明
か
に
之
を
自
認
し
、
自
ら
之
を
告
白
し
て
ゐ
る
o
彼
れ
は
一
入
一
一

マ
ル
サ
ー
か
ら
新
刊
の
「
経
糖
皐
に
於
り
る
諸
定
義
』
を
贈
ら
れ
た
返
信
に
こ
の
こ
ご
を
述
べ
て
、

「
貴
下

ω他
の
著
者
百
お
よ
び
本
書
(
『
諸
定
義
』
)
に
於
て
攻
撃
古
れ
て
ゐ
る
忍
の
販
路
設
は
、
結
局
何
ら
か
の
制
限
を

受
〈
る
も

ωで
あ
る
-
』
己
を
告
白
し
ゃ
う
正
思
ム
。
な
は
此
の
こ
ご
を
強
〈
成
す
る
か
ら
、
昨
年
の
末
に
三
容
正

Lτ
出
版
し
ロ
「
綱
要
」
第
五
版
(
第
一
審
一
九
四
頁
以
下
)
で
、
こ
の
制
限
を
説
明
し
て
お
い
w

た
。
尤
も

y
カ
ア
ド

而
し
て
-
』
の
修
正
に
け
は
、

七
年
二
月
.

話

苑

五

修
二
十
九
谷

セ
イ
の
販
路
設
に
就
て

λ 

3事

説
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詑

セ
イ
白
販
路
詑
に
就
て

-"-，、

節

腕

第
二
十
九
巷

F、

苑

一
』
の
貼
に
閲
す
る
私
内
設
を
採
用
し
、
イ
ギ

y
月
の
現
内
問
も
、
之
を
採
っ

て
共
り
新
商
業
政
策
の
基
礎
正
す
る
ζ

ピ
、
な
っ
た
り
れ
ど
も
、
三
段
論
法
に
執
着
せ
ん
よ
り
も
、
事
質
ピ
車
貨

の
閲
聯

ω探
究
じ
執
J

右
す
る
の
優
れ
る
を
思
ふ
か
ら
で
あ
る
」

E
。
言
ひ
逸
っ
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
第
五
版
三
八
二
六
年
)
に
於

τ新
た
に
附
り
加
へ
ら
れ
た
さ
言
ふ
生
産
制
限
正
は
何
か
?
そ
れ
は
前
山
V

A

屯
ジ
ヂ
へ
の
答
綿
士
八
一
両
年
)
に
於
け
ゐ
も
の
よ
り
も
‘
よ
り
一
般
化
3
品
、
こ
之
、
な
っ
た
。
前

ω場
合
じ

認
め
巴
れ
允
生
盛
山
制
限
り
‘
車
仁
「
人
々
を
扶
養
す
る
生
産
物
、
従
っ
て
最
も
不
可
敏
の
生
産
物
」
仁
過
y
c
庁、

『人
h

山
町
佐
用
・
衣
服
・
数
育
及
び
享
柴
に
役
立
つ
生
産
物
は
、
無
限
口
増
が
ぶ
れ
且
つ
相

r
ず
虻

γrf甘る
ν』

ご
を
留
保
し
た
所
の
、
言
は
v
部
分
的
制
限
設
仁
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
年
後
の
第
五
版
で
は
、
『
併
に
若
干
の

生
産
物
じ
就
て
槻
察
し
た
こ
ご
は
、
之
を
思
考
じ
よ
っ
て
順
次
に
す
べ
て
の
生
宙
物

r舵
l
r
r
r
ζ
r
v出
前

る
」
ご
の
理
由
で
、
そ
れ
は
部
分
的
制
限
か
ら
一
般
的
制
限
仁
ま
で
畿
燥
し
て
ゐ
る
o
卸
も
彼
れ
仁
従
へ
ば
、
一

般
に
生
産
に
仲
ふ
技
術
的
困
難
は
、
一
定
的
程
度
を
超
え
る
時
は
、
急
激
に
増
加
し
て
生
産
費
を
高
め
、
生
産
物

の
責
M
慣
を
も
っ

τし
て
は
之
を
償
ふ
こ
さ
能
は
古
る
に
至
る
。
こ
の
生
産
費
ピ
生
産
物
債
格
正
の
限
界
が
、
卸
も

セ
イ
に
於

τ生
産
疏
回
世
の
極
限
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
ニ
の
限
界
を
超
え
た
生
産
は
、
も
は
や
之
に
伴
ふ
生
産

物
需
要
を
比
例
的
に
婚
加
せ
し
め
今
、
生
産
は
版
寅
的
方
面
か
ら
行
詰
・
り
を
招
来
す
る
己
共
に
、
販
路
設
も
こ
の

一
角
か
ら
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
セ
イ
自
ら
告
白
し

τ.
『
私
の
販
路
設
は
・
結
局
何
ら
か

ω
制
限
を
受

り
る
も
の
で
あ
る
』
芭
い
ふ
所
以
で
あ
る
。
左
に
第
五
版
に
於
り
る
彼
れ
の
附
設
の
要
踏
を
引
用
す
る
。

『楠
M
L
ゆ
〈
恥
一
卦
か
砂
船
山
、
骨
仲
て
か
か
h
炉
、
ま
た
日
々
に
増
加
す
る
生
産
物
は
、
何
鴎
て
一
方
が
他
方
L

と
一
闘
え
ず
支
換
さ
れ
る
で
あ
ら

? 

也、、
1'" 、

マ
カ
ロ
ッ
ク
諸
氏
は
、
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う
か
と
い
ふ
ζ

と
は
、
恐
ら

f
人
々
の
知
ら
ん
と
依
す
る
所
て
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
無
限
由
選
歩
由
あ
る
由
は
、
抽
象
的
分
量
に
限
ら
れ
、
賞
際

に
於
て
位
、
事
物
の
性
質
上
す
べ
て
の
柚
捕
は
制
陣
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
吾
々
が
こ
与
に
研
究
す
る
四
は
.
貨
際
的
な
紐
済
串
で
あ

る。
『
生
産
目
伴
ふ
困
献
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
般
に
生
底
的
勢
務
に
よ
っ
て
克
服
き
れ
る
が
、
そ
れ
が
一
定
の
程
度
圭
超
え
る
時
は
、
よ
り
合
誌
な
比
例
を
以
っ
て

婚
式

L
、
生
産
物
。
制
川
か
ら
生
ず
る
満
足
。
程
度
を
臨
時
な

t
超
過
ナ
る
に
歪
る
。
と
の
時
て
も
、
な
る
ほ
E
布
川
な
物
量
制
り
山
す
ζ

と
は
で

‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
る
け
札

rも
、
併
し
そ
の
教
則
は
そ
れ
に
費
さ
る
ミ
所
に
値
せ
ず
、
従
っ
て
そ
れ
は
少
(
と
も
そ
白
倒
値
が
止
政
資
に
轄
し
い
&
い

A
生
産
物
山

本
質
的
崎
件
を
充
さ
な
い
こ
と
ミ
な
る
。

:
-
M
Hし
も
人
間
三
十
日
白
昼
働
が
、
之
を
二
十
日
間
接
ふ
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
か
ゐ
る
止
直
に

、
、
、
、
、
、

従
事
す
る
こ
主
は
不
可
拙
て
あ
ら
う
。

h
v
A
る
生
産
は
、
新
た
な
制
人
の
隆
腿
を
叫
長
す
る
と
と
な
か
る
べ

f
、
そ
の
紡
旧
制
と
し
γ

、
新
た
た
ま
服
・

相
抗
争

ZZ他
mLvhflド
h
y
ド
h
r
ド
む
い
で
あ
ら
S
J

日。

か

く

の

如

〈

し

て

生

産

の

制

限

に

闘

す

る

販

路

説

ω修
正

は

、

先

づ

第

一

に

T

Y

す
月
へ
の
手
紙
(
-
八
二

C
年
)

に
現
は
れ
、
第
二
に

V

R

毛
ン
ヂ
へ
の
答
蹄
(
一
八
二
四
年
)
に
於
て
明
瞭
さ
な

h
、
第
一
ニ
に
「
綱
要
』
第
五
版
(
一
八
二

六
年
、
生
前
故
酔
印
刷
)
に
於

t
一
般
化
さ
れ
た
が
、
最
後
に
宅
イ
の
最
後
の
著
逃
た
る
『
講
義
』

(C=冒
n
O
B
H
U
E
q開
。
。

吉
田
円
。
唱
。

E』
E
司
自
民
ρ
z
o
同
佃

N
?
U
)
に
於
て
、
こ
の
問
題
は
更
に
一
屠
の
展
開
を
示
す
こ
ピ
、
な
っ
た
。

「
講
義
」
の
第
三
篇
第
二
章
に
於
工
、
セ
イ
は
先
づ
其
の
販
路
設
会
展
開
し
た
後
・
そ
の
結
語
ご
し
て
言
ふ
、

『
産
業

ω繍
張

す

る

に

従

ひ

、

資

本

の

蓄

積

す

る

に

従

ひ

・

人

口

は

ま

す

J
¥増
加

し

、

且

つ

ま

す

y
¥よ
く

扶

養

吉

れ

て

、

途

に

一

定

ω階
段

に

達

す

る

。

吾

々

は

次

に

比

の

階

段

kg指
摘
し
よ
う
ど
努
め
る
で
ゐ
ら
う
」

z。

か
〈
て
次
章
の
第
三
章
は
専
ら
「
生
涯
の
制
限
に
就

τ
H
特
別
の
研
究
を
な
す
た
め
に
献
げ
ら
る
、
こ
ご
、
な
っ

た
o
彼
れ
は
そ
の
努
闘
に
一
言
ふ
、

詑

苑

士

セ
イ
の
販
路
世
に
就
て

第
二
十
丸
砦

λ 

部

蹴
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話

苑

ノ、

セ
イ
叫
販
路
詑
に
就
て

拍
車
二
十
九
番

λ 
四

t再

抗

、、

.

.
 、
、
.
‘
.
、
、

.

.
 
、
‘
.

『
前
章
{
販
路
誼
)
か
ら
車
る
必
然
。
結
果
は
、
一
倒
。
産
業
k
費
本
と
か
ら
且
ピ
得
る
止
撞
に
は
、
何
年
目
指
示
せ
ら
る
べ
き
制
血

t
存
し
な
い

、
、
.
、
、
、

味
に
見
え
る
。
事
官
に
於
て
、
者
し
も
す
べ
て
の
生
耐
物
に
就
て
、

一
方
針
他
方
配
腕
買
し
得
る
な
ら
ば

生
産
物
自
分
散
山
如
何
に
抑
ら

ず
、
そ
の
す
べ
て
が
帥
賞
者
を
遊
且

L
得
る
ζ

と
は
可
能
て
あ
る
、
と
紺
諭
す
る
こ
と
が
ど
き
る
様
に
思
は
れ
る
。
そ
と
で
此
の
叫
に
附
し
て
重
大

な
る
論
争
を
悲
き
旭
し
た

o
rあ
っ
た
。

『
叫
ふ
に
阿
れ
山
側
白
描
指
も
、
生
産
陶
と
い
ふ
首
艇
に
胤
て
、
そ
の
倒
値
を
十
分
に
苦
唱
し
な
か
っ
た
様

r
bる
a
生
品
胸
仕
る
も
の
ぽ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
日

謝
叫
に
一
一
占
っ
て
、
問
中
に
人
聞
の
歓
四
割
を
充
た
し
侍
る
-
由
物
て
あ
る
の
み

tι
ず
、
数
聞
が
費
用
に
値
す
る
物

r

て
あ
る
』
と
。

そ
こ
で
費
用
正
一
致
用
子
炉
』
貨
併
に
換
算
し
て
比
較
し
、
費
用
が
放
用
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、

を
の
も
の
、
生

産
ま
た
は
購
買
は
中
止
さ
る
、
に
至
る
o

従
つ
一
千
」
の
程
度
を
越
え
た
生
産
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
何
等
の
販
路
を

提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
ご
言
ふ
。

[
吾
々
は
あ
ら
ゆ
る
拘
に
到
し
て
で
脅
る
だ
け
砂
〈
支
捌
は
ん
と
す
る
。
然
る
に
其
由
物
の
本
源
的
情
格
即
ち
止
出
費
出
、
そ
の
も
り
土
問
曲
賞
よ

り
止
巴
得
る
満
足
止
処
過
す
る
瞬
同
に
は
、
之
に
封
し
て
何
物
を
も
支
搬
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

、
、
、

.

.
 、
、

.

.
 、
、
‘
.
、

.

.

.

.

.

.
 .
 

一
般
に
生
産
物
dm
究
都
に
榊
加
し
て
、
そ
由
一
方
計
他
方
を
雌
買
し
符
3
U
は
、
或
3
鳩
山
ー
で
i
h

<b、
明、 7

ζ、?
'"、-
柚、土
~JP 
E、=
越、ま
え、」

る、明
日台、 ら
{式、 方通

な
'ー

と
は

一
定
の
生
直
物
は
館
"
に
前
倒
と
九
ば
っ
て
、
そ
の
中
に
合
ま
る
弘
毅
周
を
以
ヲ
て
し
て
は
之
が
消
費
者
に
謝

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

し
て
、
そ
の
磁
得
に
弾
す
る
犠
牲
を
償
ふ
こ
と
植
は

f
る
に
去
る
。
此
即
時
国
後
、
そ
れ
は
も
は
ヂ
岳
民
M
W
τ

仕
な
〈
な
り
、
肌
貸
さ
れ

f
る
に
至

、
、
、
、

.. 
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
.
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
M

り
、
そ
の
結
川
市
と
し
て
、
そ
の
も
の
L
版
質
に
よ
っ
て
新
た
な
生
産
物
に
販
路
を
提
供
し
得
ざ
る
に
至
る
』
。

以
上
セ
イ
の
販
路
説
仁
於
り
る
修
正
は
、
然
ら
ば
何
故
に
修
正
の
俄
儀
な
き
に
至
っ
た
か
?

れ
は
明
瞭
仁
-
一
員
ム
、
「
三
段
論
法
仁
執
着
せ
ん
よ
り
も
、
事
貨
正
事
寅
の
閥
聯
の
探
究
に
執
着
す
る
の
優
れ
る
を

思
ふ
か
ら
」

t
。
た
い
V

彼
れ
が
事
賀
正
事
貨
の
関
聯
を
顧
み
る
た
め
じ
は
、
主
ご
し
て
7

W

サ
ス
お
よ
び

UV47屯

此
献
に
つ
き
彼 描

CoursJ ibid'l p. 345・
仁川"ミ， ihid.. p. 346-34-7. 

13) 

14) 



ν
ヂ
の
刺
激
ド
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
抽
象
的
思
排
炉
ら
具
館
的
責
設
に
向
っ
て
、
一
歩

々
々

t
進
ん
で
京
市
た
ミ
正
は
事
寅
で
ゐ
る
。
さ
う
L
て
彼
れ
が
『
昼
組
的
経
済
事
を
打
ち
建
て
っ
、
あ
る
そ
の
基

礎
の
抽
象
Z
活
滋
に
闘
争
し
た
」
の
は
、
最
後
の
第
五
版
に
於
て
い
V

ゐ
h
、
更
に
最
後
の
著
越
は
「
寅
践
的
経
済

皐
講
義
」
Z
な
っ
た
の
で
ゐ
る
が
、
彼
れ
が
抽
象
か
ら
具
鑓
に
進
む
に
従
っ
て
、
販
路
設
の
修
E
は
ま
す

f
x進

展
し
、
生
産
制
限
設
は

ν
よ
/
¥
詳
細
に
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
吾
々
は
こ
、
で
何
物
か
を
事
ぴ
得
る

織
で
あ
る
。

決:

蹴
帥
附
視
の
批
判

蛍
時
の
イ
ギ

9
1
に
於

τは
産
業
革
命
は
一
勝
の
完
成
を
ご
げ
て
、
生
産
カ
の
異
常
な
費
展
eT
見
た
結
果
、
生

産
は
著

L
〈
慌
張
し
得
る
可
飽
怪
を
興
へ
ら
れ
て
ゐ
花
。
こ
れ
が
戦
争
の
勃
袋
、
遜
展
、
絡
高
坤
eT
動
機
正
、
し
て
生

産
池
剰
を
ひ
き
起
し
、
そ
の
結
果
ご
し
て
品
川
慌
を
頒
後
せ
し
め
、
生
産
の
沈
滞
ピ
問
問
責
の
停
滞
は
相
次
い
で
繰
返

さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
説
明
し
、
そ
の
原
因
を
探
b
、
ぞ
の
卦
策
ep
講
十
る
こ
ご
は
、
嘗
時
の
皐
者
に

課
せ
ら
れ
た
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
の
課
題
の
一
つ
で
ゐ
っ
た
。
セ
イ
の
販
路
設
も
亦
、
客
観
的
に
は
こ
の
課

題
に
謝
す
る
解
答
吉
見
る
こ
ご
が
出
来
る
。

い
ま
比
の
見
地
か
ら
彼
れ
の
設
を
吟
味
す
る
時
は
、
販
路
設
は
彼
れ
の
大
き
な
自
負
に
も
拘
ら
す
、
期
待
古
る

べ
き
成
功
を
牧
め
得
た
Z
は
言
一
ひ
が
た
い
。
第
一
に
そ
れ
は
賞
時
の
現
賓
の
説
明
正
し
て
さ
へ
十
分
で
は
な
か
っ

た
o

蓋
し
吾
々
の
す
で
に
鬼
た
る
如
〈
、
嘗
時
の
過
剰
又
は
沈
滞
は
、
す
で
に
可
な
b
の
程
度
に
一
般
化
古
れ
た

詑

苑

セ
イ
白
販
路
詑
に
就
て

第
二
十
九
巷

人
五

第

披

九

Lettre主M.Malthus， (1829) (Oe，-，町田 di~'e目es， p・505・)15) 



前

苑

セ
イ
の
販
路
設
に
就
て

第
二
十
九
谷

一λ大

第

腕

一=一
O

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
。
況
ん
や
其
後
に
於
り
る
資
本
主
義
の
後
展
は
、
比
の
現
象
を
ま
す
/
¥
一
般
化
ニ
是
す

れ
、
彼
れ
に
有
利
な
方
向
へ
は
一
歩
も
進
ん
で
ゐ
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
過
剰
や
沈
滞
ゃ
、
官
民
に
一
般
的
に
は
景

気
の
畿
動
が
、
今
日
の
経
済
界
に
於
け
る
一
般
的
な
現
象
で
ゐ
る
こ
己
は
・
殆
ん
左
何
人
も
疑
ひ
得
な
い
で
あ
ら

う
o

い
ふ
ま
で
も
な
〈
何
れ
の
場
合
に
も
例
外
的
事
例

ωあ
る
こ
ご
は
免
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
例
外
の
放
に

訟
慌
ま
枇
弘
最
鉱
山
w

一
般
肢
を
否
定
す
る
よ
ピ
は
出
来
お
い
ー
で
あ
ら
う
。

第
二
に
、
従
っ
て
ま
た
恐
慌
封
策
ご
し

τの
自
由
放
任
論
も
妥
嘗
な
も
の
で
は
あ
h
得
な
か
っ
た
。
何
己
な
れ

ば
、
謀
総
の
資
本
主
義
の
畿
日
肱
は
、
姑
〈
大
慌
に
於
て
彼
れ
の
主
張
を
忠
賞
に
遵
奉
し
て
、
放
任
経
済
が
是
認
古

れ
寅
施
苫
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
過
剰
や
洗
滞
は
彼
れ
の
所
論
に
従
っ
て
次
第
に
減
港
さ
る
べ
き
筈
で
あ
っ
た
。

然
る
に
事
貨
は
却
っ
て
反
劃
に
進
展
し
て
、
十
九
世
紀
の
後
竿
に
は
、
彼
れ
ど
は
会
〈
反
咽
割
に
、
放
任
経
済
を
以

っ
て
そ
の
原
因
ご
す
る
も
の
さ
へ
出
花
程
で
あ
る
か
ら
・
此
の
鮎
に
闘
す
る
彼
れ
の
見
解
も
亦
・
事
貨
に
よ
っ
て

反
詮
さ
れ
た
形
ご
な
っ
た
。

然
ら
ば
何
故
に
、
彼
れ
の
所
論
は
か
や
う
な
結
巣
に
絡
ら
F
る
を
得
な
か
っ
た
か
?
吾
々
は
こ
、
で
彼
れ
の

内
在
的
批
判
を
必
要
正
す
る
。

先
づ
第
一
に
彼
れ
の
課
題
は
、
そ
の
歴
史
的
意
義
の
故
に
、
率
直
な
る
事
賞
の
認
識
に
出
費
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
彼
れ
は
先
づ
『
三
段
論
法
に
執
着
」
し
て
、
現
質
を
顧
み
な
い
忠
排
か
ら
出
費
し
た
。
か

〈
て
忠
燐
に
よ
っ
て
成
立
し
た
販
路
設
は
・
質
詮
論
者
の
反
割
に
刺
激
さ
れ
て
、
『
事
寅
吉
事
質
の
関
聯
の
探
究

に
執
着
す
る
』
様
に
な
る
ピ
、
多
〈
の
修
正
を
施
し
て
最
初
の
所
論
を
歪
曲
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



第
二
に
現
貨
を
離
れ
た
思
緋
の
陥

h
勝
も
な
抽
象
方
法
は
、
セ

4
に
於
て
も
ま
た
之
を
昌
泊
料
得
な
か
っ
た
。
彼

れ
は
先
づ
賀
買
関
係
仁
於
り
る
貨
幣
を
拾
象
L
τ
、
之
を
物
身
交
換
ご
し
て
児
た
。
然
し
乍
ら
此
の
穏
の
抽
象
論

の
致
ふ
る
所
は
、
た
い
物
守
交
換
時
代
に
於
り
る
生
産
過
剰
の
不
可
飽
を
設
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
今
日

ω

現
賞
一
舵
曾

t
は
何
の
ゆ
か

h
も
な
い
も
の
で
ゐ
る
。
此
の
貼
に
就
て
吾
々
は
飯
に
9
カ
ア
ド
タ
の
批
評
会
な
す
仁

蛍
っ
て
之
を
詳
細
L
た
か
ら
、
こ
、
に
は
こ
れ
以
上
に
論
宇
る
必
要
を
見
な
い
。
た
い
併
し
、
物
々
交
換
説
か
ら

販
路
設
を
演
梓

Lτ
、
一
般
的
過
剰
合
否
定
す
る
こ
ご
は
、
ぞ
れ
自
身
に
見
逃
す
ぺ
か
ら
F
る
矛
盾
を
包
戒
す
る

様
仁
見
え
る
。
何
Z
な
れ
ば
、
生
産
物
は
生
産
物

E
以
つ

E
帥
畑
氏

3
れ
品
の
で
め
品
か

ι1
そ
れ
は
和
仁
航
路
を

後
見
す
Z
で
あ
ら
う
ど
い
ふ
場
合
、
前
提
は
す
で
に
結
論
を
合
ん
で
ゐ
る
o
蓋
し
生
産
物
は
生
産
物
を
以
っ
て
購

買
3
れ
る
ピ
V

ふ
命
題
は
、
セ
イ
自
身
も
砕
同
然
に
認
む
る
如
〈
、
生
産
物
を
官
民
h
て
貨
幣
ぞ
得
、
得
た
品
質
併
を

以
っ
て
生
産
物
を
購
買
す
る
こ
ピ
を
意
味
す
る
o
然
ら
ば
此
の
命
題
は
す
で
に
、
生
産
物
の
貨
幣
へ
の
樽
化
を
前

提
L
、
販
寅
の
可
能
を
前
提
し
、
販
路
の
存
在
を
前
提
す
る
。
然
る
に
五
口
々
の
脅
明
せ
ん
ぜ
す
る
こ
ど
は
、
販
賓

の
可
能
、
販
路
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
が
?
販
路
の
存
在
を
語
明
せ
ん
ご

L
て
販
路
の
存
在
を
前
提

L
、
販
路

は
存
在
す
る
か
ら
販
路
は
存
在
す
る
ピ
は
、
抑
も
何
C
Z
を
論
詮
す
る
の
で
ゐ
ら
う
?

併
し
乍
ら
セ
イ
は
反
謝
論
者

ω反
駁
に
刺
激
事
れ

τ、
無
怠
識
的
に
、
従
っ
て
不
明
碕
に
で
は
ゐ
る
が
、
物
々

交
換
説
か
ら
枚
入
分
配
諭
べ
移
縛
し
っ
、
あ
っ
た
。
然
る
に
枚
入
ま
た
は
所
得
を
以
っ
て
購
買
カ
資
源
正
な
す
な

ら
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
論
敵
T

Y

す
A

お
よ
び
U
V
A

毛
ン
デ
の
主
張
Z
大
同
小
異
で
ゐ
る
o

T

U

W

す
λ

に
於
て

は
、
資
本
家
枚
入
の
一
部
が
資
本
に
追
加
古
れ
て
生
産
繍
張
を
な
す
場
合
、
増
加
し
た
る
生
産
物
吉
、
資
本
家
陪

震

苑

セ
イ
の
販
路
設
に
就
て

第
二
十
九
巷

λ 
七

第

脱



説

苑

セ
イ

O
版
協
誌
に
就
て

第
二
十
九
番

A 
J、

古車

規

一一《

級

の

消

些

減

退

正

が

、

如

何

仁

し

て

均

衡

を

保

も

得

る

か

を

問

題

正

し

、

そ

れ

E
妙
働

者
階
級
の
消
袋
減
退
ご
が
、
均
衡
を
保
も
得
る
か
ど
う
か
を
問
題
ご
し
批
の
で
ゐ
っ
た
o
然
る
に
也
イ
に
於
て
は

枚
入
は
更
に
枚
入
の
根
源
た
る
生
産
に
ま
で
還
元
さ
れ
て
、
生
産
を
以
っ
て
販
路
を
提
供
す
る
根
源
己
な
す
に
歪

ジ
旦
壬
ン
デ
に
於
て
は
、

っ
た
。す

で
に
生
産
そ
の
も
の
が
販
路
を
提
供
寸
る
ご
す
れ
ば
、
之
を
抽
象
的
に
考
ふ
れ
は
、
生
産
は
無
限
に
演
張
古

れ
、
再
生
産
は
永
久
に
訟
原
し
符
る
答
で
あ
る
。
蓋
し
生
産
毛
の
も
の
が
需
要
配
作
り
出
し
版
路
守
提
供
す
る
の

で
あ
る
か
ら
‘
生
産
は
-
』
の
方
面
に
全
〈
無
涯
の
天
地
を
有
す
る
こ
吉
、
な
る
。
彼
れ
の
生
産
無
制
限
裁
は
ニ
、

か
ら
展
開
さ
れ
た
の
で
ゐ
る
が
、
院
に
吾
々
の
見
た
る
如
〈
、
そ
れ
は
『
修
正
』
に
よ
っ
て
放
楽
せ
ら
れ
、
生
産
制

限
設
が
之
に
代
る
こ
ピ
、
な
っ
た
。
り
れ
ど
も
K
4
の
生
産
制
限
は
、

マ
ル
サ
見
お
よ
び
V

旦
毛
ン
ヂ
の
そ
れ
が

消
費
減
退
に
件
ふ
販
買
の
行
詰
b
に
蹄
せ
ら
る
、
に
反

L
、

一
臆
は
生
産
そ
の
も
の
、
中
に
求
め
ら
れ
る
。
生
産

撲
の
遊
増

R

』
れ
で
ゐ
る
。
だ
が
生
産
設
の
逓
増
が
頁
腐
を
償
は
r
d

る
に
至
る
ご
い
ふ
彼
れ
の
主
張
も
‘
生
産
費
に

於

τ購
買

L
得
る
需
要
の
逓
減
を
主
張
す
る
マ
ル
サ
見
、

シ
ス
毛
ン
ヂ
も
・
要
す
る
に
同
じ
事
・
舗
の
岡
面
を
言
ふ

に
過
ぎ
な
い
Y
o

た
h
y

彼
等
の
閉
じ
超
ゆ
べ
か
ら
古
る
限
界
正
し
て
礎
る
の
は
、

二
の
生
産
の
制
限
ま
た
は
極
限

セ
イ
に
於

τは
培
地
き
未
来
に
於
て
一
回
限

b
に
到
達
せ
ら
る
べ
き
境
地
で
あ
る
じ
反
し
、
後
者
に
於
て
は
そ

れ
は
、
現
・
貨
の
一
肱
曾
に
於
て
繰
返
し
畿
現
し
来
る
現
象
Z
3
れ
る
駄
に
あ
る
。

カ宝

最
後
に
、
貨
幣
を
拾
象
L
た
販
路
設
は
ま
た
信
用
を
も
捨
象
す
る
。
資
本
信
用
の
畿
悲
し
た
今
日
の
枇
曾
に
於



て
は
、
企
業
家
の
需
要
も
し
〈
は
販
路
を
創
造
す
る
も
の
は
、
主

t
L
て
回
定
資
本
お
よ
び
流
動
資
本
に
関
す
る

信
用
で
あ
る
か
ら
、
資
本
信
用
を
度
外
し
た
販
路
訟
は
、
た
己
ひ
そ
れ
が
如
何
な
る
給
論
に
到
達
し
ゃ
う
Z
も、

直
接
に
は
現
貨
の
一
枇
舎
に
就
て
何

C
F伊
』
も
言
ふ
も
の
で
な
い
。
今
日
の
枇
舎
に
於

τ、
生
産
の
増
加
は
購
買
力

を
増
加
す
る
ど
し
て
も
、
遣
に
購
買
カ
の
増
加
は
必
中
(
も
生
産
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
も
ど
よ
り
苔

々
の
思
惟
の
過
桂
に
於
て
、
食
併
を
拾
象
し
信
用
を
拾
象
す
る
こ
ご

U
や
む
を
得
な
い
ご
し
て
も
、
た
い
こ
れ
丈

り
の
思
排
を
以
っ
て
現
買
の
一
枇
曾
を
説
明
し
、
賓
際
的
現
象
を
説
明
せ
ん
ぜ
す
る
な
ら
ば
、
そ
川
刊
は
至
難
?
な
け

れ
ば
な
ら
心
。
今
も
L
J
3
4
の
販
路
裁
が
期
待
さ
る
、
成
功
を
か
も
得
な
か
っ
た
ご
す
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
彼
れ

の
抽
象
的
息
地
酬
に
蹄
せ
色
る
、
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
抽
象
的
思
排
を
以
っ
て
現
貨
の
枇
曾
に
臨
ん
だ
彼
れ
の
路

度
に
蹄
せ
ち
る
吋
き
も
の
で
あ
ら
う
0
2
5

段

m，; 

セ
イ
回
航
路
詑
に
就
て

第
二
十
丸
桂

ノ、
ユ"

第

続
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